
弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 569 - 

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①：高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか。 

 
 (観点に係る状況)  
 本校は商船学科，電子機械工学科，情報工学科の 3学科及び総合教育科の 55名の教員体制の中で，
博士の学位取得の奨励及び学位を所持している者を新規に採用することで，学位取得教員が急増して

おり，これらを中心に各分野において幅広い研究を推進している。全教員の研究テーマや発表論文の

状況については，教育研究者総覧を刊行し，広く社会に公表している（資料 A－１－①－１）。 
 練習船「弓削丸」を本校教員の研究や他研究機関との共同研究に有効に利用し，海洋及び船舶に関

する研究の拠点として活用している（資料 A－１－①－２）。「弓削丸」の年間利用計画については，
練習船運航委員会で立案している（資料 A－１－①－３）。 
 平成 17年度から具体的に着手した全国 5商船高専の連携によるプロジェクト研究「e－操船支援シ
ステムの開発」では，本校が中心となり，学科の枠を越えて選出された研究メンバーが各開発部門を

担当し，卒業研究（資料５－２－③－１－（１））など研究と教育の一体化を図りながら事業を進めて

いる（資料 A－１－①－４）。 
 研究費の特別支援として，平成 14 年度より校長裁量経費を優れた研究課題，若手教員の奨励，本
校の環境を活かした授業改善研究などへ重点的に予算配分している（資料 A－１－①－５）。 
地域社会及び地域の産業の発展に貢献する研究の推進と本校における研究の活性化を図るため，平

成 14年 10月に地域共同研究推進センターを設置した。同センターは，民間等外部の機関との連携を
深め，地域産業の発展・育成に関わる技術分野について，技術相談，技術指導，共同研究等の要請に

応え，かつ，リフレッシュ教育の積極的推進を図り，併せて，本校における研究水準の向上に寄与す

ることを目的に活動している（資料 A－１－①－６）。主な活動内容は，共同研究の実施，受託研究・
試験の実施，技術情報の提供，技術コンサルティング，相談の実施，保有設備の利用，技術教育・研

修の実施，講演会・セミナーの実施などである。 
校内組織としては，地域共同研究推進センター規則を定め，センター長，センター主任，センター

研究員を配置している（資料 A－１－①－７）。同センターの円滑な運営を図るため地域共同研究推進
センター運営委員会を設置し，センター長を委員長としてその下にセンター主任，各学科長，事務部

長，各学科代表教員を委員とし，各課長を幹事とした体制を整備している（資料 A－１－①－８）。 
同センター主催による外部資金獲得に関する説明会の実施（資料 A－１－①－９），「因島ものづく

り企業見学ツアー」への参加（資料 A－１－①－10）などの教員の研究活動の支援も行っている。 
平成 17年度には，同センター紹介の冊子を新たに作成・配布し（資料 A－１－①－６），商船祭と

連携して研究成果・シーズ公開のパネル展示を行い（資料 A－１－①－11），その概要をまとめた冊
子を配布するなど広報活動に努めている。また，四国地区６高専の研究者情報検索システム（四国地

区６高専研究者データベース）が構築され、常時公開されている。 
今年度の計画として，本校の技術と人材を活用し，愛媛県と広島県の沿岸と島嶼地域「しまなみ海

道」エリアの産業界との連携を密にし，地場産業の技術の振興と地域社会の発展に寄与することを目

的として，「弓削商船高等専門学校技術振興会（仮称）」の設立を予定している（資料 A－１－①－12）。 
 事務組織による研究活動支援としては，校内メールによる各種助成の応募案内，文部科学省科学研
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究費補助金の案内と説明会（資料 A－１－①－13），文部科学省の内地研究員制度及び在外研究員制
度の事務サポートなどを行っている 。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
本校の研究の目的の達成のために，練習船「弓削丸」の共同研究利用，プロジェクト研究「e－操船

支援システムの開発」の推進などが組織的に行われている。また，研究費の特別支援として，校長裁

量経費が重点的に配分され，事務的な支援も適切に実施されている。地域社会及び地域の産業の発展

に貢献する研究の推進のため地域共同研究推進センターが設置され，校内の教員と地域及び産業界と

の連携を図ることができる研究体制、支援体制が整備されており，技術振興会設立へ向けての準備を

進めている。 
以上のことから，本校の研究の目的に照らして，研究活動の実施や支援のための体制が整備され，

機能している。 
 
資料 A－１－①－１ 
 

出典：教育研究者総覧 
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資料 A－１－①－２ 

 

出典：庶務課 
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資料 A－１－①－３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 A－１－①－４ 
 
  
                               
 

出典：平成 17年度自己点検評価報告書 
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資料 A－１－①－５ 

出典：会計課 
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出典：会計課 
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資料 A－１－①－６ 

出典：地域共同研究推進センターパンフレット 
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資料 A－１－①－７ 
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資料 A－１－①－８ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 



弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 579 - 

 
  

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 A－１－①－９ 

出典：地域共同研究推進センター 



弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 581 - 

 
資料 A－１－①－10  

出典：地域共同研究推進センター 
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資料 A－１－①－11 

出典：地域共同研究推進センター 
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資料 A－１－①－12  

出典：地域共同研究推進センター 
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資料 A－１－①－13  

出典：会計課 



弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 585 - 

観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 
(観点に係る状況) 
本校の研究の目的の一つである練習船「弓削丸」を利用した共同研究などで得られた知見を基に卒

業研究・特別研究テーマへの取り込みや（前述資料５－２－③－（１）～（２）及び５－７－①－３），

四国地区高専が連携した特別講義での活用（前述資料５－１－②－10）など教育への還元を行ってい
る。「e－操船支援システムの開発」については，平成 17 年度は「弓削丸」側のワークステーション
と陸上側のパソコンを携帯電話通信で結び，「弓削丸」の遠隔操船に成功している。平成 18年度から
は特別教育研究経費として採択され、文部科学省からの予算の支援も受けられることとなり、練習船

の航海情報の忠実な表現とバーチャル景観映像での遠隔操船を計画している（資料 A－１－②－１）。 
 高専 IT教育コンソーシアム加盟校 12高専を中心とした，全国の高専で使える e-learningによる「創
造性豊かな実践的技術者養成コースの開発」は，文部科学省の現代的教育ニーズプログラム（現代

GP）において，平成 17年度から 3ヵ年計画で採択されている。この計画には，本校が作成した創造
性教育WG報告書の内容及び豊富なプロコン指導により得られた知見が多く反映されており，本校は
今年度，具体的なコンテンツ作成に取り組むなどプロジェクトの中核的な役割を担い，教育内容を学

術の進展に即応させる研究を行っている（前述資料５－２－③－３）。 
地域共同研究推進センターは本格的な活動を始めており，受託・共同研究や助成研究、寄付金の件

数や金額、科学研究費補助金の申請件数と採択件数などは，波があるものの全体的には伸びる傾向に

ある（資料 A－１－②－２～３）。他大学や関連企業・研究所との定期的な研究の連携・交流も重ねて
いるが（資料 A－１－②－４），全体としてはまだ不十分であり，校内の教員と産業界や他研究機関が
連携しやすくなるように様々な取り組みを重ねながら、今後ともさらに充実していく必要がある。 
同センターによる大学及び地域社会との共催事業としては，岡山大学及び上島町と連携して，「医工

学際研究・交流会」を毎年開催し，異なった分野での研究・交流を深めている（資料 A－１－②－５）。
人文社会学分野においても，弓削生涯学習講座を開催するなどして，地域住民を対象に研究の還元を

行い，地域の知的拠点として貢献している（資料 A－１－②－６）。また，同センター研究員が中心と
なって，産学官交流会での発表を行うなど外部での活動も強めている（資料 A－１－②－７）。 
研究論文及び学会での発表実績は，資料 A－１－②－８に示す通りであり，様々な分野で研究発表

を行い，レベルアップを図っている。校長裁量経費が配分された課題においては，その成果を年度末

に，校長裁量経費実施報告書にて報告している。また，専攻科課程の特別研究においては，指導教員

による細やかな指導の下で 1期生全員が活発に学会発表を行っている（前述資料５－７－①－２～５）。 
 特許の取得数については，十分な件数になっていないが（資料 A－１－②－９），外部講師による知
的財産に関する講演会を実施し，地域共同研究推進センターが中心になって教員の特許申請の推進を

検討している。 
教員の学協会からの表彰や研究成果についての新聞記事への取り上げ等の事例は数少ないものの，

文部科学省の内地研究員制度及び在外研究員制度を積極的に活用しており，教員のポテンシャルは高

まっている（資料 A－１－②－10～11））。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 研究の目的に沿った活動として，商船系の高専として特色ある研究活動や地域との連携，教育への

還元が行われている。全国高専 12 校共同プロジェクト「創造性豊かな実践的技術者養成コースの開
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発」（現代 GP）の中で，本校は，具体的な e-learningコンテンツ作成に取り組むなど，中核的な役割
を担い，教育内容を学術の進展に即応させる研究を行っている。研究論文及び学会発表については，

様々な分野で研究発表が行われ，レベルアップが図られている。また，地域共同研究推進センターが

中心になって，受託・共同研究や助成研究の推進及び外部資金受入や特許取得の増加に努めている。 
 以上のことから，研究の目的に沿って，教員の研究活動及び地域社会・産業界との連携の実績が着

実に得られてきている。 
 
資料 A－１－②－１ 

出典：自己点検評価報告書 
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資料Ａ－１－②－２ 

資料Ａ－１－②－３ 

出典：会計課 

出典：会計課 
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資料Ａ－１－②－４ 

 

出典：地域共同研究推進センター 
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資料Ａ－１－②－５ 

出典：地域共同研究推進センター 
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資料Ａ－１－②－６ 

出典：庶務課 
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資料Ａ－１－②－７ 

出典：庶務課 



弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 592 - 

資料Ａ－１－②－８  
  

資料Ａ－１－②－９ 

出典：会計課 

出典：庶務課 
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資料Ａ－１－②－10 
 

 
出典：庶務課 
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資料Ａ－１－②－11 

出典：庶務課 
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備さ

れ，機能しているか。 

 
(観点に係る状況)   
本校は，平成 17 年度に修業年限２ヶ年の専攻科（生産システム専攻，海上輸送システム専攻）を

設置し，研究環境の更なる整備･改善を行っているところである。このような状況の中で，研究活動の

実施状況や問題点を把握し，改善を図るために以下のような体制を整備している。 
 練習船「弓削丸」を共同研究や卒業研究・特別研究などに利用すること関しては，練習船運航委員

会で審議・計画し有効活用を図っている（資料５－２－①－４）。 
地域共同研究推進センターにおいて，研究活動の活性化，研究水準の向上，地域社会及び地域の産

業の発展に貢献する研究の推進における問題点の把握やその改善策を検討している。研究活動に対す

る教職員からの意見は，同センター運営委員会のメンバーを通して報告される体制を採っている（資

料 A－１－③－１）。 
 学生からの意見の汲み上げについては，本科の卒業研究及び専攻科の特別研究において，担当学生

とコミュニケーションを取るように努めている（資料５－７－①－１）。 
 学外有識者による外部評価体制として，平成 16 年度から運営諮問会議を開催し，本校の研究活動
に関連して専攻科の状況や地域共同研究推進センターの問題点や今後の課題についても報告しており，

改善に結び付けている。審議内容については，毎回，報告書を作成している（資料 A－１－③－２）。 
自己点検・評価委員会においては，学術の進展に即応した教育の質の向上を図り，本校の目的及び

社会的使命を達成するため，教育研究活動全般にわたって点検及び評価を行っている。総括内容につ

いては，自己点検・評価報告書をまとめ（資料 A－１－③－３），それらを受けて関係の部署で課題の
整理，改善に努めている。 
平成 16 年度から，中期計画，年度計画を推進するために中期計画推進室を設置し（資料 A－１－

③－４），年度ごとの進捗状況を確認し，遅延している事項については指示を行って，着実な実施と改

善を図っている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
練習船運航委員会，地域共同研究推進センター運営委員会，自己点検・評価委員会，中期計画推進

室などの組織が設置され，自己点検・評価報告書等が公表されている。また，平成 16 年度から運営
諮問会議が設置され，外部有識者による点検体制も導入されおり，研究活動の改善に役立てられてい

る。 
 以上のことから，研究活動等の実施実況や問題点の把握等が行われており、改善を図っていくため

の体制が整備され，機能している。 
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資料 A－１－③－１ 

出典：地域共同研究推進センター 
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資料 A－１－③－２ 

出典：第 2回運営諮問会議報告書 
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出典：第 2回運営諮問会議報告書 
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出典：第 2回運営諮問会議報告書 
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資料Ａ－１－③－３ 
自己点検評価報告書抜粋 

出典：平成 17年度自己点検評価報告書 
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出典：平成 17年度自己点検評価報告書 
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資料Ａ－１－③－４ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 (優れた点) 
 練習船「弓削丸」を活用した共同研究や本校が中心になって推進している全国 5商船高専共同プロ
ジェクト「e－操船支援システムの開発」など，商船系の高専として特色ある研究活動を展開している。
また，現代 GP「創造性豊かな実践的技術者養成コースの開発」の中で，本校は，e-learning コンテ
ンツ作成に取り組むなどプロジェクトの中核的な役割を担い，教育内容を学術の進展に即応させる研

究を行っている。 
（改善を要する点） 
 外部資金の獲得増や特許の取得増へ向けてより一層の改善に努める必要がある。 
 
 
（３）選択的評価事項Aの自己評価の概要  

学術の進展に即応した教育の質の向上，地域社会及び地域の産業の発展に貢献するため，平成 14
年度に設置された地域共同研究推進センターが中心的な役割を果たして，研究活動を推進している。

本校は，平成 17 年度に専攻科を設置し，教員の学位取得者が飛躍的に増加しており，様々な分野で
研究の結果発表を行っている。練習船「弓削丸」を活用した共同研究や本校が中心になって推進して

いる全国 5 商船高専共同プロジェクト「e－操船支援システムの開発」など商船系の高専として特色
ある研究活動を組織的に展開している。それらの研究活動で得られた知見を基に，卒業研究・特別研

究テーマへの取り込みなど教育への還元にも努めている。また，高専 IT 教育コンソーシアム加盟校
12 高専共同プロジェクト「創造性豊かな実践的技術者養成コースの開発」（現代 GP）の中で，本校
は，今年度，具体的な e-learningコンテンツ作成に取り組むなど，中核的な役割を担い，教育内容を
学術の進展に即応させる研究を行っている。地域社会及び大学との共催事業開催による地域の知的拠

点としての貢献，他大学や関連企業・研究所との定期的な研究の連携・交流も重ねている。今年度は，

「弓削商船高等専門学校技術振興会（仮称）」の設立を予定しており，本校の技術と人材を活用し，愛

媛県と広島県の沿岸と島嶼地域「しまなみ海道」エリアの産業界との連携を密にし，地場産業の技術

の振興と地域社会の発展に寄与出来るように計画を進めている。 
 また，校長裁量経費の重点的な配分，庶務課企画調査担当職員を軸にした事務的なサポートなど研

究活動の支援を行っている。 
外部資金の獲得増や特許の取得増へ向けてより一層の改善に努める必要があるが，受託・共同研究

や助成研究の拡充を図っており，文部科学省の内地研究員制度及び在外研究員制度を積極的に活用す

るなどして，教員のポテンシャルも高まっている。 
研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制として，練習船運航委員会，

地域共同研究推進センター運営委員会，自己点検・評価委員会，中期計画推進室などの組織を設置し，

自己点検・評価報告書等を公表している。また，平成 16 年度から運営諮問会議を設置し，外部有識
者による点検体制も導入しており，研究活動等の改善に結び付けている。 
 
（４）目的の達成状況の判断  

 目的の達成状況が良好である。 
 
 


